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『資本論』第 1巻第 3章「貨幣または商品流通」は，第 l節「価値の尺度」、第 2節「流通手段」
に続き，第 3節「貨幣」で， a I貨幣退蔵j，b I支払手段j，C I世界貨幣」を説いている。
宇野弘蔵は， Ii[日原論』では，第 1篇「流通論j，第 2章「貨幣」の 31貨幣」を，『資本論』に倣





























のである J (K.， !， S.143-144，岩(1)， 227ページ)。










1 )宇野弘蔵編 r新訂経済原論』青林書院新札 1967年。以下， fj寅沼原、論』と鹿島記。































3) Karl Marx. Zur Kritik der PolitisclzeJ/ OkoJ/oll1ie. in : Mm子 EngelsI訟rke.Bd. 13. Dietz Verlag. 1961.武田隆夫・












幣の共通性を指摘している (Kr.，S.104，岩， 162-163ページ)c しかし，他方でマルクスl土、両者の
相違を次のように述べている。「蓄蔵貨幣を鋳貨準備金と混同しではならないのであって，鋳貨準備
金は，それ自身，常に流通内にある貨幣総量の一部分をなす……J (Kr.， S.114，岩， 178ページ)。こ






囲を超えるような生産物の所有であり J (Kr.， S.105，岩， 163ベ ジ)， rこの過剰の適当な実在形態が
金銀であり，金銀は，富が抽象的社会的な富として確保される最初の形態である」として rこのよ




動機となる。……素材転換にかわって形態転換が自己目的となるのである J(Kr.， S.105-106，主主 165

















なり，そのために彼は，交換を行なわないのであるJ (Kr.， S.l11，岩， 174ページ)。
第 4に，蓄蔵貨幣によって流通貨幣量が調節されるとする観点である。「蓄蔵貨幣は，流通してい
る貨幣の流入，排出の水路として現われ，その結果，流通そのものに直接必要とされる分量の貨幣
だけが，常に鋳貨として流通することになるJ (Kr.， S.1l4，岩， 178ページ)。
以上，マルクスの蓄蔵貨幣は，要するに，販売と購買の分裂にもとづく「停止された鋳貨」であ
り，剰余の蓄蔵が商品経済社会において具体化された「不動化された金または銀」であり，それが
流通への復帰の方向性を有するからこそ「独立化した交換価値J (Kr.， S.109，岩， 170ページ)たりう
るのであって，その蓄蔵貨幣の流出入によって流通貨幣量の調節が行なわれるものとされているわ
けである。




いで孤立するということにもとづく J (Kr.， S.1l5，岩， 179ページ)ものであり，この形態規定性は，
「商品の変態が中断される場合のように，単なる可能性として現われたJ (Kr.， S.1l6，岩， 181ペー
ジ)にすぎないのに対し，支払手段としての貨幣は，「貨幣としてのこの[蓄蔵貨幣としての]規定
性におし、て，流通過程の内部で特有の機能をもつようになる J (Kr.，S.1l5，岩， 180ページ)とし，「支
払手段としてのこの機能においては，貨幣は絶対的商品として現われる。しかし蓄蔵貨幣のように
流通の外に現われるのではなくて，流通そのものの中に現われる J (Kr.，S.1l8，岩， 184ページ)。そ
して，「貨幣，つまり交換価値の独立の発展は， [支払手段としては]もはや商品流通の媒介形態で
はなしそれを完結する結果なのである J (Kr.， S.1l9，岩， 186ページ)とし，支払いが実際に行なわ
れる場合には，貨幣は「一時的な流通手段としてではなし一般的等価物の休止的な定在として，




6 )宇野~1、蔵も， 1〈;七、 T段としての貨幣が，より進んだ「絶対的商品j として規定きれるべきことを次のように解説している。
貨幣はW-Gにおいて. i':1Wt'I身を tlrJりとしてrfij品のI!反'だがおこなわれる. 1~幣が価値の独立の存在て4あるというこ E が，
流通の内部にれいて要求せんJ.lるο これは|司じ LlI票をもっておこなわれるとしても.蓄蔵貨幣と非常に異なった機能といわ
なければならな¥.)~， fをf?l主流通から引き上げるニとによって貨幣にかかる性質があたえられるにすぎなし、。支払を受ける者




































7 )前掲，山口『経済!息論議義』における第 l篇第 2章 F貨幣」の梼成を参!!世されたい。








ことによるのである。こうして金は世界貨幣となるJ (Kr.， S.125，岩， 195ページ)。マルクスのいう
ように，「貨幣は，世界貨幣として，その自然発生的な最初の形態をとりもどし」、「地金形態に逆も



































































[6J 宇野は，この資金を i資本に転化する資金J (W五十年』下， 799ページ)， i資本に転化しうる










































































の「蓄蔵貨幣貯水池 SchatzreservoirsJ(Kr.. 1. S .148，岩(1)， 234ページ)としての一面を示すもの
と考えることができる。
第2に，付随的休止貨幣は，流通の外部にそれ自身の蓄蔵を目的として引き上げられる、資金と
しての本来の遊休貨幣とはL、えない。流通の領域そのものを構成する要素である。ただ，この付随
的休止貨幣は，個別資本の運動に取り込まれると資金性を増大させることになる。
第3に，購買，交換に続く貨幣の第 3の機能は，流通から外部ヘヲlき上げられる方向性において
捉えられた貨幣の機能，流通からの拘束を解除された貨幣の機能として規定きれるべきである。こ
うして資金は，致富の対象であるからこそ増殖されるべき貨幣となりうるのである。個別流通主体
のこのような貨幣の増殖行動が資本の諸形式を展開することになる。(未完)
10)前掲.拙稿「生産の資本形式」参照し
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